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１ 議 事 日 程（第１日）

（平成１９年第４回有田川町議会定例会）

平成１９年１２月１０日

午 前 ９ 時 ３ ０ 分 開 会

於 議 場

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸般の報告

日程第４ 議案第135号 平成19年度 妙見池 埋立工事請負契約について

日程第５ 議案第146号 有田川町教育委員会委員の任命の同意について

日程第６ 諮問第 5号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること

について

日程第７ 諮問第 6号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること

について

日程第８ 議案第126号 平成19年度 有田川町一般会計補正予算（第４号）

日程第９ 議案第127号 平成19年度 有田川町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第２号）

日程第10 議案第128号 平成19年度 有田川町老人保健事業特別会計補正予算

（第２号）

日程第11 議案第129号 平成19年度 有田川町介護保険事業特別会計補正予算

（第３号）

日程第12 議案第130号 平成19年度 有田川町簡易水道事業特別会計補正予算

（第２号）

日程第13 議案第131号 平成19年度 有田川町農業集落排水事業特別会計補正

予算（第３号）

日程第14 議案第132号 平成19年度 有田川町公共下水道事業特別会計補正予

算（第３号）

日程第15 議案第133号 平成19年度 有田川町かなや明恵峡温泉特別会計補正

予算（第２号）

（ ）日程第16 議案第134号 平成19年度 有田川町水道事業会計補正予算 第２号

日程第17 議案第136号 平成19年度 公下第６号 一ツ松工区管渠布設工事 第（

７工区）の請負変更契約について

日程第18 議案第137号 有田川町水力発電施設周辺地域交付金基金条例の制

定について

日程第19 議案第138号 有田川町下水道条例の制定について
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日程第20 議案第139号 有田川町長等の給与の特例に関する条例の制定につ

いて

日程第21 議案第140号 有田川町職員の育児休業等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

日程第22 議案第141号 有田川町職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例の制定について

日程第23 議案第142号 有田川町土地開発公社定款の一部変更について

日程第24 議案第143号 有田地方介護認定審査会の共同設置の廃止について

日程第25 議案第144号 有田地方障害認定審査会の共同設置の廃止について

日程第26 議案第145号 有田周辺広域圏事務組合規約の改正に関する協議に

ついて

日程第27 議案第 92号 平成18年度 有田川町一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて

日程第28 議案第 93号 平成18年度 有田川町住宅新築資金等事業特別会計歳

入歳出決算の認定について

日程第29 議案第 94号 平成18年度 有田川町国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算の認定について

日程第30 議案第 95号 平成18年度 有田川町老人保健事業特別会計歳入歳出

決算の認定について

日程第31 議案第 96号 平成18年度 有田川町介護保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について

日程第32 議案第 97号 平成18年度 有田川町簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定について

日程第33 議案第 98号 平成18年度 有田川町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について

日程第34 議案第 99号 平成18年度 有田川町簡易排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について

日程第35 議案第100号 平成18年度 有田川町浄化槽事業特別会計歳入歳出決

算の認定について

日程第36 議案第101号 平成18年度 有田川町かなや明恵峡温泉特別会計歳入

歳出決算の認定について

日程第37 議案第102号 平成18年度 有田川町特別養護老人ホーム等事業特別

会計歳入歳出決算の認定について

日程第38 議案第103号 平成18年度 有田川町公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定について
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日程第39 議案第104号 平成18年度 有田川町岩倉財産区管理会特別会計歳入

歳出決算の認定について

日程第40 議案第105号 平成18年度 有田川町粟生財産区管理会特別会計歳入

歳出決算の認定について

日程第41 議案第106号 平成18年度 有田川町城山山林財産区管理会特別会計

歳入歳出決算の認定について

日程第42 議案第107号 平成18年度 有田川町八幡山林財産区管理会特別会計

歳入歳出決算の認定について

日程第43 議案第108号 平成18年度 有田川町安諦山林財産区管理会特別会計

歳入歳出決算の認定について

２ 出席議員は次のとおりである（26名）

１番 尾 上 武 男 ２番 増 谷 憲

３番 堀 江 眞智子 ４番 亀 井 次 男

５番 東 武 史 ６番 細 東 正 明

７番 田 中 良 知 ８番 岡 省 吾

９番 前  利 夫 10番 湊 正 剛

11番 佐々木 裕 哲 12番 森 本 明

13番 横 畑 龍 彦 14番 殿 井 堯

15番 浦 博 善 16番 林 道 種

17番 坂 上 東洋士 18番 楠 部 重 計

19番 新 家 弘 20番 西 弘 義

21番 中  正 門 22番 中 山 進

23番 竹 本 和 泰 24番 大 岡 憲 治

25番 橋 爪 弘 典 26番 森 谷 信 哉

３ 欠席議員は次のとおりである（なし）

４ 遅刻議員は次のとおりである（なし）

５ 会議録署名議員

13番 横 畑 龍 彦 15番 浦 博 善
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６ 地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（22名）

町 長 中 山 正 隆 副 町 長 山 﨑 博 司

清水行政局長 保 田 永一郎 会 計 課 長 浜 田 文 男

総 務 課 長 須佐見 政 人 企画財政課長 山 﨑 正 行

総合業務課長 高 垣 忠 由 消 防 長 片 畑 昌 宙

福 祉 課 長 東 敏 雄 環境衛生課長 河 島 一 昭

住 民 課 長 星 田 仁 志 税 務 課 長 赤 井 康 彦

情報管理課長 水 口 克 將 建 設 課 長 中 西 一 雄

産 業 課 長 中 島 詳 裕 地籍調査課長 下 西 隆 雄

水 道 課 長 山 本 満寿典 下 水 道 課 長 中 井 勇

教 育 委 員 長 鈴 間 稔 教 育 長 楠 木 茂

学校教育課長 岩 本 良 憲 社会教育課長 平 内 竹 信

７ 職務のために議場に出席した事務局職員の職氏名（２名）

事 務 局 長 本 下 浩 久 書 記 池 尻 ひろ子
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８ 議事の経過

開会 ９時３０分

○議長（亀井次男）

おはようございます。

ただいまの出席議員は、２６名であります。

定足数に達していますので、第４回有田川町議会定例会は成立いたしました。

ただいまから、平成１９年第４回有田川町議会定例会を開会いたします。

開議 ９時３１分

○議長（亀井次男）

本日の会議を開きます。

本日の議事日程につきましては、お手元に配布のとおりであります。

…………… 日程第１ 会議録署名議員の指名 ……………

○議長（亀井次男）

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定により、議長にお

いて、１３番、横畑龍彦君、１５番、浦博善君を指名します。

…………… 日程第２ 会期の決定 ……………

○議長（亀井次男）

日程第２、会期の決定についてを議題とします。

この際、議会運営委員長から１２月４日に行われた委員会開催の結果につい

て、ご報告お願いします。

議会運営委員長、中山君。

○議会運営委員長（中山 進）

おはようございます。

議長の指名がありましたので、議会運営委員会の経過と結果について、ご報

告申し上げます。

去る１２月４日、議会運営委員会を開き、本定例会の会期、日程等について

協議いたしました結果、会期につきましては、本日から１２月２１日までの１

２日間とし、日程については、お手元に配布されている日程表のとおりといた

したく思います。

日程第４から日程第２６までの、諮問２件、議案２１件について一括上程を

行い、当局から提案理由の説明を求めたのち、全員協議会にてご審議いただき

たいと思います。
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全員協議会が終わり次第、本会議で議案審議をお願いいたします。

この会期、日程等にご賛同賜り、円滑な議会運営ができますよう、議員各位

のご協力をお願い申し上げまして、報告といたします。

終わります。

○議長（亀井次男）

ただいまの議会運営委員長からの報告のとおり、本定例会の会期は、本日か

ら１２月２１日までの１２日間にいたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

異議なしと認めます。

したがって、会期は、本日から１２月２１日までの１２日間に決定しました。

…………… 日程第３ 諸般の報告 ……………

○議長（亀井次男）

日程第３、諸般の報告を行います。

本定例会に町長より提出された議案等は、議案２１件、諮問２件であります。

また、説明員は、町長ほか２１名であります。

次に、監査委員より、平成１９年８月、９月、１０月分の例月出納検査の結

果が、それぞれお手元に配布のとおり報告されております。

次に、本定例会までに受理いたしました請願・陳情について、作業所の利用

者負担軽減策に関する請願及び高齢者医療制度の見直しを求める請願、そして、

新事業所建設への助成についての陳情は、お手元に配布の文書表のとおり、住

民福祉常任委員会にそれぞれ付託することに決定しましたのでご了承願います。

また、地上デジタル放送受信に関する要望については、配布といたします。

また、道路特定財源諸税の暫定税率の延長による道路財源の確保についての

意見書は、産業建設常任委員会に付託することに決定しましたので、ご了承願

います。

以上で、諸般の報告を終わります。

…………… 一括議題 提案理由の説明 ……………

○議長（亀井次男）

これより、議案の審議を行います。

お諮りします。

日程第４から日程第２６までの議案２１件、諮問２件を一括議題といたした

いと思いますが、これにご異議ありませんか。
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〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

異議なしと認めます。

したがって、日程第４から日程第２６までの議案２１件、諮問２件を一括議

題とします。

提案理由の説明を求めます。

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

おはようございます。

本日、ここに平成１９年の第４回有田川町議会定例会を開催しましたところ、

議員各位には、何かとお忙しい中ご参集賜り、厚く御礼を申し上げたいと思い

ます。

それでは、ただいまより、上程されました議案について、ご説明を申し上げ

ます。

議案第１２６号は、平成１９年度有田川町一般会計補正予算第４号でありま

す。

今回の補正の主なものとして、２款総務費の一般管理費では、地方バス路線

運行費補助金として４５０万２，０００円の補正を、徴税費では、評価替関連

業務委託料として５００万円の減額補正をしております。３款民生費、社会福

祉総務費では、国民健康保健事業特別会計への繰出金に１，３４０万６，００

０円の減額を、障害者福祉費では、障害者デイサービス事業等の委託料に１，

０２０万円の減額を、扶助費に３，８９７万６，０００円を、減額補正してお

ります。４款衛生費の清掃費では、自動車購入費に４４５万３，０００円の増

額を、上水道費では、簡易水道事業特別会計繰出金に１，９３８万２，０００

円の減額を、６款農林水産業費の地籍調査費では、委託料に１，２６４万円の

減額を、農業集落排水事業費では、農業集落排水事業特別会計繰出金に１，４

８３万７，０００円の減額を、林業費の林業新設改良費では、工事請負費で９

０２万７，０００円の減額補正をしております。７款商工費の観光費では、観

光施設等整備事業に５００万円の減額を、かなや明恵峡温泉特別会計繰出金に

２２６万８，０００円の増額を、８款土木費の下水道費では、公共下水道事業

特別会計繰出金に３，０８２万９，０００円を減額補正しております。１２款

公債費では、繰上償還金として３，０１６万５，０００円の補正を、１３款基

金費では、退職手当負担金基金積立金等に３，４５０万円の補正を行っていま

す。その他にも共通する所要の補正として、人事院勧告に伴う人件費の増額補

正を行っています。

今回の補正額は、５，３０２万２，０００円の減額となり、補正後の予算総
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額は、１７１億９，９１４万３，０００円と相成ります。なお、補正額の財源

といたしまして、国・県支出金、町債及び基金からの繰入を充てることにいた

しております。

議案第１２７号は、平成１９年度有田川町国民健康保険事業特別会計補正予

算第２号であります。

今回の補正は、保険給付費１億４，７２０万円の増額を、高額医療費で９０

０万円の増額を、出産一時金で２１０万円の減額をし、総額１億６，２９１万

３，０００円の補正となり、補正後の予算総額は、４０億１０７万８，０００

円と相成ります。なお、補正額の財源といたしまして、国庫支出金及び療養給

付費交付金を充てることにいたしております。

議案第１２８号は、平成１９年度有田川町老人保健事業特別会計補正予算第

２号であります。

今回の補正は、高額医療費に１，０００万円の増額補正とし、補正後の予算

総額は、４３億１０７万４，０００円と相成ります。なお、補正額の財源とい

たしましては、支払基金交付金、国・県支出金及び一般会計繰入金を充てるこ

とにいたしております。

議案第１２９号は、平成１９年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算第

３号であります。

今回の補正は、保険給付費に３，０００万円を増額し、総額では３，７４２

万４，０００円の増額補正となり、補正後の予算総額は、２１億３，６４８万

５，０００円と相成ります。なお、補正額の財源といたしまして、国・県支出

金、支払基金交付金及び繰入金を充てることにいたしております。

議案第１３０号は、平成１９年度有田川町簡易水道事業特別会計補正予算第

２号であります。

今回の補正は、簡易水道拡張事業認可及び変更認可設計業務委託料等に１，

４５９万５，０００円の減額を、吉原地区簡易水道施設整備事業の工事請負費

等に４，１２３万円を減額し、総額５，４７６万１，０００円の減額補正とな

り、補正後の予算総額は、５億８，９５８万８，０００円と相成ります。

議案第１３１号は、平成１９年度有田川町農業集落排水事業特別会計補正予

算第３号であります。

今回の補正は、確定申告に伴い、公課費が９３万４，０００円減額となり、

補正後の予算総額は、２億９，２６６万３，０００円と相成りました。

議案第１３２号は、平成１９年度有田川町公共下水道事業特別会計補正予算

第３号であります。

今回の補正は、歳入において、平成１８年度分消費税申告に伴う還付金によ

り、一般会計からの繰入金のうち３，０８２万９，０００円が減額となります。
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また、歳出においては、施設整備事業費として７６０万６，０００円の増額補

正をし、補正後の予算総額は、１８億１，３４４万９，０００円と相成ります。

議案第１３３号は、平成１９年度有田川町かなや明恵峡温泉特別会計補正予

算第２号であります。

今回の補正は、温泉熱交換器修繕費に２２６万８，０００円を補正し、補正

後の予算総額は、１億３，６３１万９，０００円と相成ります。

議案第１３４号は、平成１９年度有田川町水道事業会計補正予算第２号であ

ります。

収益的支出は、補正前予算額３億５，０２４万６，０００円に対し、６２８

万５，０００円の増となります。これは、平成１９年４月の人事異動（１名増）

による人件費の見直しと人事院勧告の影響額によるものです。この支出の増に

対応するため予備費を削減しています。これにより補正後の予算額は３億５，

６５３万１，０００円となります。

議案第１３５号は、平成１９年度妙見池埋立工事の請負契約についてであり

ます。

平成１９年度妙見池埋立工事（吉原地内）を施工するため、平成１９年１１

月２９日、８業者を指名し、競争入札に付したところ、有田川町明王寺２５８

－１、三洋建設株式会社、代表取締役上野山泰生氏が、７，１９５万１，２５

０円で落札いたしましたので、工事請負契約を締結するに当たり、議会の同意

をお願いするものであります。

議案第１３６号は、平成１９年度公下第６号一ツ松工区管渠布設工事（第７

工区）の請負変更契約についてであります。

平成１９年度公下第６号一ツ松工区管渠布設工事第７工区については、平成

１９年６月２６日、第２回定例会において、契約金額５，５７５万５，０００

円で議決をいただいているものでありますが、今回、スーパー松源南、県道交

差点より南６０メートルを交通渋滞緩和のため、昼間施工を夜間施工に変更し、

また、受益者２名より公共マス位置変更により管渠延長の増、並びに設計時点

では確認できなかった既設の排水管が出てきたため、管渠ルートの変更により、

５９８万５，０００円増額の、６，１７４万円に変更契約を行いたく、議会の

同意をお願いするものであります。

議案第１３７号は、有田川町水力発電施設周辺地域交付金基金条例の制定に

ついてであります。

水力発電施設周辺地域交付金基金をもって公共用施設の整備費用に充てるた

め、本条例を制定することについて、議会の同意をお願いするものであります。

議案第１３８号は、有田川町下水道条例の制定についてであります。

下水道料金審議会より使用料に関する答申を受けたことにより、下水道料金
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及び水質基準並びに公共下水道の設置などの基準を定めた本条例を制定するこ

とについて、議会の同意をお願いするものであります。

議案第１３９号は、有田川町長等の給与の特例に関する条例の制定について

であります。

今回、福祉課職員の不祥事に伴い、監督者である町長及び副町長の給料を減

額するものであります。なお、町長においては給料の１０分の１を３カ月、副

町長においては給料の１０分の１を２カ月、それぞれ減額するものであります。

議案第１４０号は、有田川町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定についてであります。

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴う有田川町職員の育児

休業等に関する条例の改正については、既に条例改正をさせていただいている

ところではありますが、それに伴う短時間勤務職員及び短時間勤務に伴う任期

付短時間勤務職員の給与につきましては、和歌山県等の状況を見て、それに準

じ条例改正を行う予定でありました。つきましては、県の条例に準じ、本条例

において、短時間勤務職員及び短時間勤務に伴う任期付短時間勤務職員の給与

について、有田川町職員の給与に関する条例の読みかえ規定を設け、今回整備

いたしたく、本条例の一部改正について、議会の同意をお願いするものであり

ます。

議案第１４１号は、有田川町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

の制定についてであります。

今回の改正は、人事院勧告に伴い、職員給与の改訂を図るものであります。

改正の主なものといたしましては、民間給与との較差を埋めるため、初任給を

中心に、若年層に限定した月額０．３５％の引き上げ、少子化対策の推進に配

慮し、子などに係る扶養手当５００円の引き上げ、民間の支給割合に見合うよ

う勤勉手当０．０５カ月分の引き上げなど、本条例の一部改正について、議会

の同意をお願いするものであります。

議案第１４２号は、有田川町土地開発公社定款の一部変更についてでありま

す。

郵政民営化法等の施行に伴う、関係法律の整備等に関する法律の施行に伴い、

本定款の一部変更につき、議会の同意をお願いするものであります。

議案第１４３号は、有田地方介護認定審査会の共同設置の廃止についてであ

ります。

介護の認定審査事務については、現在１市３町の共同設置による、有田地方

介護認定審査会で共同事務を行っておりますが、平成２０年４月１日から有田

周辺広域圏事務組合でその事務を行うこととなることから、当審査会の廃止に

ついて、議会の同意をお願いするものであります。
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議案第１４４号は、有田地方障害認定審査会の共同設置の廃止についてであ

ります。

障害の認定審査会については、現在１市３町の共同設置による有田地方障害

認定審査会で共同事務を行っておりますが、平成２０年４月１日から有田周辺

広域圏事務組合でその事務を行うこととなることから、当審査会の廃止につい

て、議会の同意をお願いするものであります。

議案第１４５号は、有田周辺広域圏事務組合規約の改正に関する協議につい

てであります。

有田地方介護認定審査会並びに有田地方障害認定審査会の廃止に伴い、両審

査会の財産並びに事務を承継するため、地方自治法第２８６条第１項の規定に

基づき、有田周辺広域圏事務組合規約を改正することについて、同法第２９０

条の規定により、議会の同意をお願いするものであります。

議案第１４６号は、有田川町教育委員会委員の任命の同意についてでありま

す。

教育委員二澤和代氏の任期が、平成２０年２月２２日をもって満了いたしま

す。つきましては、その後任として、人格が高潔で教育に関し識見を有する、

有田川町大字二川３８９番地２、早田智代氏を教育委員として任命いたしたく、

議会の同意をお願いするものであります。

諮問第５号は、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

であります。

平成２０年３月３１日をもって任期満了となります、有田川町大字杉野原１

１１番地、上西秀三氏の後任に、人格が高潔で人権擁護に関し識見を有する、

有田川町杉野原４１番地、松本博光氏を人権擁護委員候補者として推薦したい

ので、議会の意見を求めるものであります。

諮問第６号は、人権擁護委員候補者の推薦につき、意見を求めることについ

てであります。

平成２０年３月３１日をもって任期満了となります、有田川町大字清水３５

３番地、堀江哲夫氏の後任に、人格が高潔で人権擁護に関し識見を有する、有

田川町三田６００番地、鈴間眞佐子氏を人権擁護委員候補者として推薦したい

ので、議会の意見を求めるものであります。

以上で、提出議案に対する私の説明を終わります。

何とぞ、ご審議の上、ご賛同賜りますよう、お願いを申し上げます。

○議長（亀井次男）

以上、町長の提案理由の説明が終わりました。

続きまして、補足説明はありませんか。

ないようですので、提案理由の説明を終わります。



- -12

暫時休憩いたします。

休憩中に全員協議会を開きますので、よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～

休憩 ９時５６分

再開 １４時４７分

～～～～～～～～～～～～～～～～～

…………… 日程第４ 議案第１３５号 ……………

○議長（亀井次男）

再開いたします。

日程第４、議案第１３５号、平成１９年度妙見池埋立工事請負契約について

を議題とします。

質疑を行います。質疑ありませんか。

１４番、殿井君。

○１４番（殿井 堯）

池というのは、水を漏らさないように下を、粘土とかそういうのでやってい

ると思うので。今回は、埋め立てした場合は、水を下へ逃がす方式でやらない

と、溜めたら具合悪いんですわ。それから、池というのは、ヘドロ関係が多少

なりとも溜まっていると思うので、このヘドロ関係をすくって、どこへ持って

いくか。そういうことの計画までできてるのかどうか。

そしてまた、埋めるときの土は、町長が言われたように高速の方で何して。

この高速の土というのは一番適応しているので、それはもう一番最適じゃない

んかと思うんですけれども、その点もどういうふうに話の詰めができているか

どうか。また、このままごまかして、そのまま改良材を入れて下を固めてしま

うということは、今度は水が見えない所へ、また見えないようにしてしまうと

いうことなので、その点はどうですかなと思いまして。

○議長（亀井次男）

建設課長、中西君。

○建設課長（中西一雄）

お答えをいたします。

池のヘドロの件ですが、あの池はヘドロの少ない池でございますが、少しは

ございますので、改良材を入れまして、固めて造成した後の保育園建設に当た

っては福祉課とも協議いたしまして、建物がいかない所に埋めていきたいと、

できるだけ深い所じゃなしに浅い方へ埋めたいと、このように考えています。

ヘドロについては、持ち出ししないで、造成地の中で処分をしたいと考えてい

ます。
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それから、運土計画でございますが、ご指摘のとおり、そのつもりで、きょ

う、ご決定をいただければ、早急に西日本高速と協議を行いたいと思っていま

す。それにつきましては、毎月、高速としては、運土計画を立てているようで

ございますので、ご決定をいただいた後で早急に連絡をさせていただきまして、

対応してまいりたいと思っています。

○議長（亀井次男）

ほかに質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

討論を行います。討論ありませんか。

〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

○議長（亀井次男）

起立、全員であります。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

…………… 日程第５ 議案第１４６号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第５、議案第１４６号、有田川町教育委員会委員の任命の同意について

を議題とします。

本件は、人事案件につき、質疑、討論を省略させていただきますが、ご異議

ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

異議なしと認め、質疑、討論は省略させていただきます。

これより、採決を行います。

本案は、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

○議長（亀井次男）

起立、全員であります。

よって、本案は同意することに決定いたしました。
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…………… 日程第６ 諮問第５号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第６、諮問第５号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること

についてを議題とします。

本件は、人事案件につき、質疑、討論を省略させていただきますが、ご異議

ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

異議なしと認め、質疑、討論を省略させていただきます。

お諮りします。

本件は、諮問のとおり答申いたしたいと思います。

ご異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

異議なしと認めます。

したがって、本件は諮問のとおり答申することに決定しました。

…………… 日程第７ 諮問第６号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第７、諮問第６号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること

についてを議題とします。

本件は、人事案件につき、質疑、討論を省略させていただきますが、ご異議

ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

異議なしと認め、質疑、討論を省略させていただきます。

お諮りします。

本件は、諮問のとおり答申いたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

異議なしと認めます。

したがって、本件は諮問のとおり答申することに決定しました。

お諮りします。

日程の順序を変更し、日程第２７、議案第９２号から日程第４３、議案第１

０８号までの１７件の決算認定についてを先に審議いたしたいと思います。

ご異議ありませんか。
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〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

異議なしと認めます。

日程の順序を変更し、日程第２７、議案第９２号から日程第４３、議案第１

０８号までの１７件の決算認定についてを先に審議することに決定しました。

…………… 決算審査特別委員長報告 ……………

○議長（亀井次男）

日程第２７、議案第９２号から日程第４３、議案第１０８号までの１７件の

決算認定については、第３回定例会第１日目において決算審査特別委員会に付

託しております。委員長より、その後の審査の経過及び結果の報告を求めます。

決算審査特別委員長、森谷君。

○決算審査特別委員長（森谷信哉）

議長の許可を得ましたので、決算審査特別委員会の審査報告をいたします。

平成１８年度歳入歳出決算の認定審査につきましては、９月定例会において

設置された議員９名による決算審査特別委員会に付託され、去る１１月１５日

・１６日の両日、各課・室長及び担当者の出席を求め、平成１８年度歳入歳出

決算の審査を行い、出された意見をまとめたものであり、次の意見を付けて、

会議規則第７７条の規定により報告いたします。

平成１８年度決算では、合併効果により人件費が１７．８ 減と大幅に減少し%

たものの、三位一体改革による影響が大きく、特に普通交付税、臨時財政対策

、 ． 、 、債の減少により 経常収支比率が９５ ５ まで上昇し 財政硬直化が一層進み%

極めて厳しい状況に立たされています。政府は 「経済財政改革の基本方針２０、

０７」においても 「２００６」で提唱した、２０１１年には国・地方の基礎的、

財政収支を黒字化させるための歳入歳出一体改革を、継続的に断行するとして

いることから、今後も一層の歳出抑制が図られ、普通交付税に依存する本町に

とって、さらに厳しさが増すものと思われます。

また一方で、平成１８年度から地方債協議制度が始まり、それに伴い実質公

債費比率が導入されました。これは、公営企業の公債費への一般会計繰出金等

も含めた公債費による財政負担の程度を示す指標であり、当該比率が１８ 以上%

で起債に制限がかかることになりました。本町の財政構造は、１８年度決算で、

人件費・扶助費・公債費と、義務的経費だけで全体歳出総額４２．４ を占めて%

います。中でも、公債費だけで全体の２０．９ を占めており、単年度の平成１%

８年度で実質公債費比率が２０ となり、平成１６年度からの３カ年平均では１%

８．１ となります。１８ を突破してしまい、これにより起債の発行に際して% %

は国の許可が必要になり、平成１９年８月に公債費負担適正化計画を策定し、
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後年度の公債費負担の軽減を図っていくこととなりました。今後は、この計画

に準じて元金償還金以内の起債発行に抑制することはもちろんであるが、事業

実施の取捨選択を徹底していただきたい。

また、特別会計については、一般会計の非常に厳しい財政状況にあることを

踏まえ、独立採算の原則に立ち、徹底した経営努力による経費節減、合理化や

収納率の向上に一層努めていただきたい。

以下、一般会計より決算状況、委員会内での主な質疑、採決結果をご報告い

たします。

平成１８年度一般会計決算額は、歳入総額１６５億１，１６１万５，０００

円、歳出総額１６２億９，００３万２，０００円、形式収支額は２億２，１５

８万３，０００円となります。翌年に繰り越すべき財源５，９６５万２，００

０円を差し引いた実質収支額は１億６，１９３万１，０００円となり、これを

前年度と比較すると、歳入においては△２０億２，５４４億６，０００円で１

０．９％の減、歳出においては△２０億４，０２６万８，０００円で１１．１

％の減、実質収支額においては５，７７５万４，０００円で５５．４％の増と

なりました。

歳入の内訳につきましては、町税２６億１，１００万３，０００円を含む自

主財源４０億５，７１１万７，０００円で、構成比２５％となり、また、国・

県支出金、町債、地方贈与税等の依存財源は１２４億５，４４９万８，０００

円で、構成比は７５％となりました。これを前年度と比較すると、自主財源は

△１４億９８８万９，０００円の２５．１％の減、依存財源は△６億１，５５

５万７，０００円で４．７％の減となりました。

歳出の内訳につきましては、人件費・扶助費・公債費の義務的経費に６９億

１，３３８万５，０００円で、構成比は４２％。普通建設経費及び災害復旧費

の投資的経費で４０億３，９８６万２，０００円の構成比２５％。積立金・繰

出金等その他の経費は５３億３，６７８万５，０００円で、構成比は３３％で

あります。これを前年度と比較すると、義務的経費は△５億１，７０３万８，

０００円で、７％の減。投資的経費は△１０億１，２８８万９，０００円で、

２０％の減。その他の経費は△５億１，０３４万１，０００円で、８．７％の

減であります。

続いて、質疑応答については、企画財政課関連では、委員より、平成１８年

度合併特例債の借入総額は８億７，４２０万円だが、今後、合併特例債も往々

に執行できない状況になる。地方交付税も加え、補償してもらえるよう国に強

く申し入れ願いたいとの問いに 「現在、自主財源が乏しく、地方交付税も削ら、

れている。職員も十分認識を高め取り組みたい。あわせて議員、住民にも現在

の財政状況をご理解いただきたい」との答弁でありました。
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また、地域活性化のため、消耗品や備品購入、食材関係の発注金額が、約３

億７，０００万円中、地元発注が約１億２，０００万円、全体の３１．９％と

低い現状の中で、地域振興の面からも、できるだけ地元発注を基本として取り

組まれたいとの問いに、価格面等を勘案しながら前向きに取り組んでいきたい

との答弁でありました。

続いて、不動産借り上げについて、貸借契約を取り交わした土地が、現在の

評価やその必要性等を勘案して見直しすべきではないかとの問いに、説明員よ

り、諸事情があるので早急に下げることは困難だが検討しているとの答弁があ

り、速やかな対応をお願いしたい。

また、環境衛生課関連では、ゴミ問題について様々な質疑応答がありました。

水道・下水道課関連では、公共下水道工事に関して、時代に応じた考えで取

り組まないと、後世に多大な損害を与えることとなる。２期・３期工事は、１

期工事完了後、加入状況を勘案しながら取り組むことも必要でないか等、また、

農業集落排水事業においては、現在加入率が低いことも踏まえ、今後いかに加

入率を上げていくかが、今後の大きな課題であると各委員から厳しく意見が出

されました。

教育関連につきましては、地域交流センター建設に伴う各図書室の動向、オ

ーストラリア研修の効果、文化財の保存等、学校関係では、エアコン未設置校

の状況、語学指導外国人の配置、スクールカウンセラーの活動内容の対応等の

質問・提言がありました。

税務課関連については、税の回収機構に関連して、建設課関連では、まちづ

くり活動団体補助金の内訳や各団体の活動内容、県道・町道・林道の改修状況

と今後の見通し、産業課関連では、鳥獣害対策、森林整備や間伐事業の成果、

明恵ふるさと館、開発公社の運営状況の説明に、委員より活発な意見が出る中、

説明員から答弁がなされ、決算の質疑を終結し、決算にかかる意見調整を行い、

一般会計・特別会計について慎重審議いたしました。

その結果、議案第９２号の一般会計並びに議案第９４号の国民健康保険事業

特別会計、議案第９５号老人保健事業特別会計、議案第９６号介護保険事業特

別会計については、不認定とする意見もありましたが、賛成多数で認定するこ

とに決定いたしました。ほかの、議案第９３号並びに議案第９７号から議案第

１０８号の各特別会計については、いずれも適正と認め、本委員会は全会一致

で認定することに決定いたしました。

今後、本町が主体性を持ち、住民の付託に応え、独自のサービスの提供など、

その責務を将来にわたって全うしていくためにも、安定的な財政運営を目指し

ていくことを求めるものであります。

これで、委員会としての報告を終わります。
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どうぞ、よろしくご審議のほど、お願い申し上げます。

○議長（亀井次男）

委員長の報告を終わります。

…………… 日程第２７ 議案第９２号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第２７、議案第９２号、平成１８年度有田川町一般会計歳入歳出決算の

認定について、委員長報告に対する質疑を行います。

質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

９番、前君。

○９番（前利夫）

委員長に対する質疑よりか、この際、決算についての当局の数字的資料を求

めておきます。

委員長報告にもありましたとおり、財政運営の弾力性指数、いわゆる経常収

支比率については、詳しく説明がありました。同時に、今後の自治財政運営に

ついての一番の重要項目であります、いわゆる特別会計を含む実質公債費比率

の問題でございます。これは、特別措置を終えたと言えども、既に１８．１％

を超す２０％台に迫っておるのは事実でございます。これについても、委員長

報告からきちっとした説明がなされました。これらを除きまして、いわゆる財

政判断の指数と言われます９つの項目があります。残された実質収支比率、財

政力指数、公債費比率、公債費負担比率、起債制限比率、地方債現在高比較、

債務負担行為現在高の比較。これにつきましては、森本監査委員を中心といた

しまして、監査委員会からきちっとした資料が提出されておりますので、８、

９は結構でございますが。以下、繰り返しますが、実質収支比率、財政力指数、

公債費比率、公債費負担比率、起債制限比率、以上についての資料、数字・指

数をですね、今議会が終結されるまでに議員にお配り願いたい。

今答えていただけるんでございましたら、今答えていただきたいと思います。

以上です。

○議長（亀井次男）

決算審査特別委員長、森谷君。

○決算審査特別委員長（森谷信哉）

今、前議員さんから質問いただいたことに関しては、後日、提出させてい

ただいてよろしいでしょうか。

（ 議長、それは議長の判断に従いますので、よろしくお願いします 」と前「 。
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議員、呼ぶ）

○議長（亀井次男）

ただいま、９番前君の質疑に対し、森谷委員長が後日、質疑の回答をしま

すということでございますので、後日提出するように求めておきます。

ほかに質疑ございませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

討論ありませんか。

〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

この決算に対する委員長の報告は、認定するものであります。

本案は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。

〔起立多数〕

○議長（亀井次男）

起立、多数であります。

よって、本案は認定することに決定しました。

…………… 日程第２８ 議案第９３号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第２８、議案第９３号、平成１８年度有田川町住宅新築資金等事業特別

会計歳入歳出決算の認定について、委員長報告に対する質疑を行います。

質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

討論ありませんか。

〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

この決算に対する委員長の報告は、認定するものであります。

本案は、委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕
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○議長（亀井次男）

起立、全員であります。

よって、本案は認定することに決定しました。

…………… 日程第２９ 議案第９４号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第２９、議案第９４号、平成１８年度有田川町国民健康保険事業特別会

計歳入歳出決算の認定について、委員長報告に対する質疑を行います。

質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

討論ありませんか。

〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

この決算に対する委員長の報告は、認定するものであります。

本案は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。

〔起立多数〕

○議長（亀井次男）

起立、多数であります。

よって、本案は認定することに決定しました。

…………… 日程第３０ 議案第９５号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第３０、議案第９５号、平成１８年度有田川町老人保健事業特別会計歳

入歳出決算の認定について、委員長報告に対する質疑を行います。

質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

討論ありませんか。

〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。
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これより、採決を行います。

この決算に対する委員長の報告は、認定するものであります。

本案は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。

〔起立多数〕

○議長（亀井次男）

起立、多数であります。

よって、本案は認定することに決定しました。

…………… 日程第３１ 議案第９６号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第３１、議案第９６号、平成１８年度有田川町介護保険事業特別会計歳

入歳出決算の認定について、委員長報告に対する質疑を行います。

質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

討論ありませんか。

〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

この決算に対する委員長の報告は、認定するものであります。

本案は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。

〔起立多数〕

○議長（亀井次男）

起立、多数であります。

よって、本案は認定することに決定しました。

…………… 日程第３２ 議案第９７号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第３２、議案第９７号、平成１８年度有田川町簡易水道事業特別会計歳

入歳出決算の認定について、委員長報告に対する質疑を行います。

質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。
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討論ありませんか。

〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

この決算に対する委員長の報告は、認定するものです。

本案は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

○議長（亀井次男）

起立、全員であります。

よって、本案は認定することに決定しました。

…………… 日程第３３ 議案第９８号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第３３、議案第９８号、平成１８年度有田川町農業集落排水事業特別会

計歳入歳出決算の認定について、委員長報告に対する質疑を行います。

質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

討論ありませんか。

〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

この決算に対する委員長の報告は、認定するものです。

本案は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

○議長（亀井次男）

起立、全員であります。

よって、本案は認定することに決定しました。

…………… 日程第３４ 議案第９９号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第３４、議案第９９号、平成１８年度有田川町簡易排水事業特別会計歳

入歳出決算の認定について、委員長報告に対する質疑を行います。
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質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

討論ありませんか。

〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

この決算に対する委員長の報告は、認定するものです。

本案は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

○議長（亀井次男）

起立、全員であります。

よって、本案は認定することに決定しました。

…………… 日程第３５ 議案第１００号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第３５、議案第１００号、平成１８年度有田川町浄化槽事業特別会計歳

入歳出決算の認定について、委員長報告に対する質疑を行います。

質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

討論ありませんか。

〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

この決算に対する委員長の報告は、認定するものです。

本案は、委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

○議長（亀井次男）

起立、全員であります。

よって、本案は認定することに決定しました。
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…………… 日程第３６ 議案第１０１号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第３６、議案第１０１号、平成１８年度有田川町かなや明恵峡温泉特別

会計歳入歳出決算の認定について、委員長報告に対する質疑を行います。

質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

討論ありませんか。

〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

この決算に対する委員長の報告は、認定するものです。

本案は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

○議長（亀井次男）

起立、全員であります。

よって、本案は認定することに決定しました。

…………… 日程第３７ 議案第１０２号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第３７、議案第１０２号、平成１８年度有田川町特別養護老人ホーム等

事業特別会計歳入歳出決算の認定について、委員長報告に対する質疑を行いま

す。

質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

討論ありませんか。

〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

この決算に対する委員長の報告は、認定するものです。
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本案は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

○議長（亀井次男）

起立、全員であります。

よって、本案は認定することに決定しました。

…………… 日程第３８ 議案第１０３号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第３８、議案第１０３号、平成１８年度有田川町公共下水道事業特別会

計歳入歳出決算の認定について、委員長報告に対する質疑を行います。

質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

討論ありませんか。

〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

この決算に対する委員長の報告は、認定するものです。

本案は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

○議長（亀井次男）

起立、全員であります。

よって、本案は認定することに決定しました。

…………… 日程第３９ 議案第１０４号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第３９、議案第１０４号、平成１８年度有田川町岩倉財産区管理会特別

会計歳入歳出決算の認定について、委員長報告に対する質疑を行います。

質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

討論ありませんか。
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〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

この決算に対する委員長の報告は、認定するものです。

本案は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

○議長（亀井次男）

起立、全員であります。

よって、本案は認定することに決定しました。

…………… 日程第４０ 議案第１０５号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第４０、議案第１０５号、平成１８年度有田川町粟生財産区管理会特別

会計歳入歳出決算の認定について、委員長報告に対する質疑を行います。

質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

討論ありませんか。

〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

この決算に対する委員長の報告は、認定するものです。

本案は、委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

○議長（亀井次男）

起立、全員であります。

よって、本案は認定することに決定しました。

…………… 日程第４１ 議案第１０６号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第４１、議案第１０６号、平成１８年度有田川町城山山林財産区管理会

特別会計歳入歳出決算の認定について、委員長報告に対する質疑を行います。
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質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

討論ありませんか。

〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

この決算に対する委員長の報告は、認定するものです。

本案は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

○議長（亀井次男）

起立、全員であります。

よって、本案は認定することに決定しました。

…………… 日程第４２ 議案第１０７号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第４２、議案第１０７号、平成１８年度有田川町八幡山林財産区管理会

特別会計歳入歳出決算の認定について、委員長報告に対する質疑を行います。

質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

討論ありませんか。

〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

この決算に対する委員長の報告は、認定するものです。

本案は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

○議長（亀井次男）

起立、全員であります。

よって、本案は認定することに決定しました。
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…………… 日程第４３ 議案第１０８号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第４３、議案第１０８号、平成１８年度有田川町安諦山林財産区管理会

特別会計歳入歳出決算の認定について、委員長報告に対する質疑を行います。

質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

討論ありませんか。

〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

この決算に対する委員長の報告は、認定するものです。

本案は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

○議長（亀井次男）

起立、全員であります。

よって、本案は認定することに決定しました。

お諮りします。

日程第８、議案第１２６号から日程第２６、議案第１４５号までを提案理由

の説明だけにとどめ、議案調査のため審議を中止いたしたいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

異議なしと認めます。

本日の会議は、これで延会にしたいと思います。

なお、次回の本会議は、１２月１８日、火曜日、午前９時３０分から再開い

たします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～

延会 １５時２２分


